
1 982/ 4 NO~ 1 59 



県立近代美術館収蔵美術作昂紹介闘

「食前の祈り」
金山康喜作 (1950年)

キャン パス・油彩

金
山
康
喜
は

一
九
二
六
年

山
喜
久
氏
(
元
燐
化
学
社
長
)
の
長

男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

旧
制
富
山
高
校
卒
業
後
、
東
京
大
学
、

同
大
学
院
で
経
済
学
を
専
攻
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
彼
が
学
問
の
世
界
を

離
れ
、
し
だ
い
に
画
家
の
道
を
歩
み

始
め
た
の
は
、
在
学
中
に
猪
能
弦

一

郎
の
画
塾
に
通
い
始
め
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。

本
館
収
蔵
の
「
食
前
の
祈
り
」
は

一
九
五

O
年
に
制
作
さ
れ
た
、
こ
の

金
山
初
期
の
作
品
の
中
の

一
点
で
す
。

金
山
の

一
連
の
室
内

・
静
物
画
は

彼
の
身
辺
に
あ
る
ピ
ン

コ

ヒ

挽
き
な
ど
の
日
用
品
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
れ
ら
は
人
気
の
な
い
室
内
で

生
活
の
臭
い
を
消
さ
れ
、
本
来
の
姿

で
静
ま
り
か
え
っ
て
い
ま
す
。
金
山

の
過
敏
と
も
い
え
る
神
経
、
鋭
い
感

受
性
が
と
ら
え
た
世
界
と
い
え
る
で

ー
し
ト
品

ζ
ノ
。

し
か
し
、
こ
れ
と
平
行
し
て
金
山

の
一
連
の
作
品
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

は
、
彼
が
こ
う
し
た
鋭
敏
な
感
受
性

と
と
も
に
、
極
め
て
理
知
的
な
画
面

構
成
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
彼
の

一
連
の
作
品
は
、 故

金

紹介作家・作品(予定)
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画
面
前
景
に
テ
ー
ブ
ル
を
逆
遠
近
法

で
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
本
構

図
が
作
ら
れ
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
上
に

正
面
か
ら
と
ら
え
た
器
物
が
置
か
れ
、

そ
の
周
囲
に
高
い
視
点
か
ら
見
た
器

物
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
多
視
点
の
共
存
は
「
食
前
の
祈
り
」

に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
「
食
前
の
祈
り
」
で
は
、
テ

ー
ブ
ル
上
の
ピ
ン
と
天
井
か
ら
つ
る

さ
れ
た
電
球
が
、
画
面
の
中
央
線
で

つ
な
が
っ
て
面
画
を
二
分
し
、
画
面

右
半
分
の
四
人
の
寡
黙
(
か
も
く
)

な
男
た
ち
の
世
界
と
、
左
画
面
の
椅

子
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
世
界
と
が
対
象
、

対
比
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
山
康
喜
の
友
人
で
あ
っ
た
画
家
・

田
淵
安
一
氏
は
「
金
山
は
最
初
か
ら

画
家
だ
っ
た
。
:
:
:
他
の
誰
の
で
も

『震

-
吾""'

な
い
独
自
の
世
界
に
、
す
っ
か
り
完

成
さ
れ
た
表
現
を
与
え
て
登
場
し
、

短
い
な
が
ら
緊
張
し
た
制
作
活
動
の

果
て
に
忽
然
(
こ
つ
ぜ
ん
)
と
消
え

た
。
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

金
山
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
絵
の

世
界
に
傾
斜
し
、
室
内
の
世
界
に
深

く
没
頭
し
て
い
っ
た
か
は
ナ
ゾ
の
ま

ま
で
し
ょ
う
。
で
も
、
彼
が
そ
の
短

い
生
涯
の
中
で
、
他
と
決
し
て
相
入

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
を
も
ち

始
め
た
と
き
、
画
家
と
し
て
の
金
山

康
喜
が
誕
生
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
彼
の
こ
の
内
深
い
世

界
は
、
彼
の
絵
筆
を
通
す
以
外
、
決

し
て
表
現
も
伝
達
も
さ
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員

・
大
坪
健
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「食前の祈り」

厳しい財政下に積極性を

昭和57年度富山県予算

現代日本のポスター展開幕

とやま 「あの日あのとき」

富山県の転機を探る①

観どころ味じまん
⑬ 井波町

r21世紀のとやま」をテーマに 円 門-" -16~20 

10~1 1 

12~13 

14~15 

1 ~ 9 

4月号

政
下
に
積
極
性
を

昭
和
町
年
度
富
山
県
予
算

去
る
二
月
二
十
七
日
1
三
月
二
十
日
ま
で、

昭
和

五
十
七
年
度
富
山
県
予
算
案
を
審
議
す
る
二
月
定
例

県
議
会
が
開
会
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
予
算

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
富
山
県
予
算

一
般
会
計

三
、
二
二
億
四
、
二
九
四
万
円

特
別
会
計

q 

総
額

四
七
五
億
八
、
四

O
二
万
円

三
、
五
九
七
億
二
、
六
九
六
万
円

次
に
、
効
率
的
な
事
業
の
選
択
に
努
め
な
が
ら

限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
生
む
よ
う
留
意
し

た
、
今
年
度
の
富
山
県
予
算
の
主
な
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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富山にひかりを 124億3.400万円

快適な生活環境づくり 427億5.900万円

雪に強いまちづくり 30億2.200万円

美しい自然を守る

観光一誇れる郷土を

黒土を災害から守る

県民の安全を守るために

4億9.000万円

296億7.000万円

146億2.500万円
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13億5.000万円
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民生費149億8.926万円 (4.8%)

総務費131億4.960万円 (4.2%)

商工費118億9.941万円 (3.8%)

衛生費114億5.956万円 (3.7%)
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生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
創
造
的
、

活
動
的
な
生
活
を
営
む
事
は
私
た
ち

だ
れ
し
も
の
願
い
で
す
し
、

そ
れ
は

「
活
力
あ
る
富
山
県
」
を
つ
く
る
た

め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の

実
現
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
健
康
増
進
の
た

め
の
施
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
在
宅

福
祉
を
中
心
と
す
る

「
地
域
福
祉
」

の
考
え
を
基
本
に
、

老
人
や
心
身
障

害
者
な
ど
の
方
々
の
生
涯
福
祉
が
実

現
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

」
の
た
め
、
昨
年
九
月
に
オ
l
プ

ン
し
た
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
健
康

づ
く
り
の
中
核
基
地
と
し
て
活
用
す

る
の
を
は
じ
め
、
主
婦
を
対
象
と
し

て
食
生
活
の
改
善
、
健
康
管
理
技
法

の
学
習
会
な
ど
を
行
う
「
健
民
運
動

モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
の
充
実
の
た
め
お
年

す
。社

会
を
支
え
る
婦
人
。
そ
の
地
位

の

一
層
の
向
上
の
た
め
の
施
策
は
、

活
力
あ
る
富
山
県
守
つ
く
り
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
さ
き
に
策
定
し
た
「
婦
人

の
明
日
を
ひ
ら
く
富
山
県
行
動
計
画
」

の
諸
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
就
労

婦
人
対
策
の
強
化
、
調
査
研
究
の
促

進
な
ど
婦
人
施
策
の

一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

昨
年
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
に

派
遣
し
た
婦
人
の
翼
で
す
が
、
こ
と

し
は
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
に
派
遣
す

る
こ
と
と
し
、
婦
人
の
地
域
社
会
活

動
や
消
費
者
運
動
、
そ
れ
に
自
然
保

護
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く

」
と
に
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
み
な
さ
ん
の
健
康
、
体
力

へ
の
関
心
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
は

ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

寄
り
の
生
涯
学
習
と
し
て

教
室
」
を
開
設
す
る
ほ
か
、
身
体
障

害
者
療
護
施
設
、
県
立
と
な
み
養
護

学
校
を
開
所
、

開
校
し
ま
す
。
な
お
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
の

建
設
は

引
き
続
い
て
推
進
し
ま
す
。

若
者
た
ち
は
、

二
十

一
世
紀
の
幕

開
け
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
世
代

で
す
。
こ
の
た
め
、

学
校
教
育
で
は

知

・
徳

・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間

だ
れ
も
が
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
、
心
身
と
も
に
健
康

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
生
涯
ス
ポ
!

ツ
体
系
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
ニ

ュ
l
の
普
及
や
体
育
施
設
の
整
備
、

指
導
体
制
の
確
立
な
ど
を
進
め
ま
す
。

県
営
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、

国
際
大
会
や
全
国
大
会
を
開
催
で
き

「
高
齢
者

性
を
養
い
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
百
十
四
人

を
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、
明
五
十
八

年
度
に
は
新
設
高
校
を
三
校
開
校
す

る
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ

い
る
国
立
の
短
期
高
等
教
育
機
関
は
、

今
年
度
の
政
府
予
算
に
創
設
準
備
費

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
高

岡
市
と
と
も
に
開
学
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
富
山
女

子
短
期
大
学
商
経
学
科
の
増
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
立
技
術
短

期
大
学
に
つ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
育
の
拡
充
強
化
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
、
実
験
実
習
設
備
の
充
実
に

努
め
ま
す
白

さ
て
、
青
少
年
を
伸
び
や
か
に
育

て
る
施
策
で
す
が
、

十
二
回
目
を
迎

く
り
を
進
め
ま
す
。

教
育
、
科
学
教
育
、
情
報
処
理
教

育
の
三
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
「
総

合
教
育
セ

ン
タ
ー
」
と
し
、
国
際
理

解
教
育
、
創
造
性
の
開
発
な
ど
新
し

い
研
究
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

次
に
高
等
教
育
機
関
の
整
備
で
す

が
、
高
岡
市
に
設
置
が
予
定
さ
れ
て

え
る
青
年
の
海
外
派
遣
は
、

十
月
に

社会を支える婦人のために

z可

• 

d 

る
規
模
で
、
指
導
者
養
成
、
ス
ポ
ー
ツ

情
報
の
提
供
な
ど
総
合
的
な
機
能
を

備
え
た
近
代
的
施
設
と
し
て
計
画
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
度

に
着
工
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

明日の郷土を担う

若者のために

県
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
意

欲
の
高
ま
り
に
は
目
を
見
は
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
欲
に
十
分
応

え
る
た
め
、
各
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い

学
習
と
世
代
間
の
交
流
や
、
世
代
を

超
え
た
創
造
力
の
開
発
に
着
目
し
な

が
ら
生
涯
学
習
体
系
を
確
立
し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
芸
術
文
化
関
係
団
体

の
活
動
を

一
層
活
発
に
す
る
た
め
、

二
百
四
十
人
余
り
の
若
者
を
中
華
人

民
共
和
国
へ
、
ま
た
農
業
部
門
は
引

き
続
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ

ダ
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
を
契
機
に
、
派
遣
団
員
が

国
際
感
覚
豊
か
な
中
堅
青
年
と
し
て

育
つ
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
年
に
夢
と
希
望
を
も
た
せ
、
そ
の

自
立
心
や
友
愛

・
協
調
の
精
神
を
培

う
た
め
、
青
年
の
海
外
派
遣
に
使
用

す
る
往
来
船
舶
を
利
用
し
て

小
学

生
と
老
人
の
世
代
間
交
流
や
中
学
生

の
友
情
を
深
め
る
「
富
山
県
ふ
れ
あ

い
の
船
」
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

4 

。 Iー~

香り高い芸術文化を育て、親しむ

スポーツを楽しむ

5 

「
富
山
県
芸
術
文
化
振
興
基
金
」
を

新
設
し
、
県
西
部
地
域
の
県
民
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
県
立
近
代
美
術
館
で
は
現

代
芸
術
祭
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
シ

l
ガ
ル

展
な
ど
七
つ
の
企
画
展
を
開
催
し
、

だ
れ
も
が
気
軽
に
訪
ね
、
美
に
親
し

む
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す



高
速
・
大
量
の
輸
送
手
段
を
も
つ

こ
と
は
、
地
域
の
発
展
と
活
力
の
維

持
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

昨
年

十

一
月
に
優
先
着
工
が
決
定
さ
れ
、

五
十
七
年
度
政
府
予
算
に
は
、
条
件

つ
き
な
が
ら
建
設
費
五
十
億
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

三
月
三
十
日
に
は
、
環
境

影
響
評
価
実
施
の
た
め
の
候
補
駅
・

ル
ー
ト
が
公
表
さ
れ
、
着
工
に
向
け

て
さ
ら
に
前
進
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

地
元
協
力
の
問
題
な
ど
、
今
後
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
対
処
し
て

」
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
環
境
の
保
全
で
す
が
、
こ

の
九
月
に
は
富
山
新
港
地
区
の
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ

は
新
港
工
業
地
帯
か
ら
出
さ
れ
る
騒

音
、
悪
臭
な
ど
を
和
、
げ
る
も
の
で
す

が
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
て

広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

同
年
豪
雪
の
教
訓
を
い
か
し
て
、

「
総
合
雪
対
策
研
究
会
議
」
を
設
置

し
て
雪
対
策
、
有
効
利
用
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
、
昨
年
末
に
中
間
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
県
で
は
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
す
で
に
無
雪
害
ま
ち
マ
つ
く

り
事
業
、
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
活
動

モ
デ
ル
事
業
な
ど
具
体
的
な
施
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
長

期
的
課
題
や
雪
の
有
効
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
引
き
続
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
パ
ス
路
線
の
優
先
的

除
雪
、
歩
道
の
除
雪
、
市
街
地
で
の

ま
い
り
ま
す
。

富
山
空
港
の
拡
張
整
備
は
、

万
口
M
W

円
H
U
T
-
RE

五
十
八
年
度
末
の
ジ
ェ
ッ

ト
機
就
航

を
め
ざ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、

A
7
年
度
は
滑
走
路
、

誘
導
路
な
ど
の
本
格
的
な
工
事
に
か

か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
道
路
網
の
整
備
で
す
が
、
北

陸
自
動
車
道
は
滑
川
以
東
の
早
期
開

通
め
ざ
し
て
建
設
の
促
進
を
図
り
ま

雪
捨
て
場
の
確
保
を
進
め
、
あ
わ
せ

て
消
融
雪
施
設
の
拡
大
、
除
雪
機
械

の
大
幅
導
入
を
進
め
ま
す
。

曹
が
な
人
間
性
を
育
み

明
日

へ

の
活
力
を
養
う
糧
で
あ
る
自
然
を
守

り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
私
た

ち
の
使
命
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
年

度
は
、
昨
年
開
園
し
た
自
然
博
物
園

セ
ン
タ
ー
を
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
、

国
道
8
号
線
に
つ
い
て

は
滑
川
・
富
山
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
に
努
め
、
富
山
・
高
岡
聞
の
四
車

線
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

憩
い
と
潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
は
、
明
日
へ
の
希
望
と
活
力
を

生
み
だ
す
源
泉
で
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
大
型
都
市
公
園
と
し

て
建
設
中
の
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン

ド
で
す
が
、
今
年
度
に
は
階
段
状
の

滝
や
壁
泉
を
設
置
す
る
の
を
は
じ
め

多
目
的
体
育
館
の
建
設
に
と
り
か
か

る
な
ど
、
五
十
八
年
の
開
園
を
め
ざ

し
ま
す
。

富山にひかりを

自
然
保
護
思
想
の
高
揚
に
努
め
る
ほ

か
、
立
山
地
区
天
狗
平
の
池
塘
復
元

事
業
を
引
き
継
い
で
進
め
ま
す
。

富
山
県
は
優
れ
た
自
然
、
山
海
の

味
覚
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
観

光
資
源
を
全
国
に
紹
介
、
官
一
伝
す
る

た
め
、
来
年
春
に
は
国
鉄
の
協
力
を

得
て
全
国

一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

快適な生活環境づくり

県民の安全を守るために

観
光
地
へ
の
誘
導
案
内
標
識
を
設
置

し
、
南
砺
、
五
箇
山
地
区
の
観
光
開

発
調
査
、
城
端
線
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

事
業
に
協
力
す
る
な
ど
、
観
光
客
の

通
年
化
、
滞
留
化
に
努
め
ま
す
。

立
山
山
ろ
く
観
光
レ
ク
リ

エ
|
シ

ョ
ン
地
区
の
整
備
と
し
て
は
、

厚
生

年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
含
め

て
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画

で
、
富
山
市
か
ら
魚
津
市
ま
で
の
延

長
三
十
六
キ
ロ
に
、
健
康
守
つ
く
り
と
観

光
、
交
通
対
策
を
あ
わ
せ
備
え
た
「
し

ん
き
ろ
う
自
転
車
道
」
の
造
成
に
か

か
り
ま
す
。

持
ち
家
率
全
国

一
の
富
山
県
で
す

が
、
従
来
に
も
増
し
て
居
住
環
境
、

暮
ら
し
の
ゆ
と
り
が
重
視
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
o
Z
う
し
た
考
え
か
ら

福
祉
、

無
雪
害
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
、
住
居
改
善
を
柱
に
し
た

「
住
み

よ
い
{
ゑ
つ
く
り
資
金
融
資
制
度
」
を

創
設
す
る
ほ
か
、
住
宅
供
給
公
社
分

巴

譲
住
宅
の
購
入
者
の
初
期
負
担
の
軽

減
を
図
る
「
特
別
分
譲
住
宅
制
度
」

を
新
設
し
ま
す
。

さ
で
、

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
は

昨
年
末
、

二
上
浄
化
セ

ン
タ
ー
用
地

の
取
得
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
協

議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、

早
期
完
成
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
交
通
環
境
の
整
備
と
し
て
は

高
岡
市
に
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
信

号
機
、
道
路
標
識
の
広
域
制
御
を
行

っ
て
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

消費生活の安定のために

安
全
、
快
適
な
県
土
を
つ
く
る
災

害
防
止
対
策
と
し
て
、
河
川
改
修
、

治
山
、
砂
防
を
進
め
る
ほ
か
、
な
だ

れ
防
止
林
造
成
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
の
平
穏
な
暮
ら

し
弁
A
寸
る
た
め
、
少
年
非
行
防
止
や
交

通
事
故
防
止
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

街
頭
警
察
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
防
火
対
策
と
し
て
は
旅
館
、

フ

ホ
テ
ル
な
ど
の
整
備
項
目
の
調
査
を

徹
底
、
指
導
し
、
表
示
、
公
表
制
度

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
は
、
消

費
生
活
の
安
定
、
向
上
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
生
活
必
需
物
資
の

安
定
供
給
や
価
格
監
視
、
物
価
情
報

な
ど
の
物
価
対
策
を
機
動
的
に
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
食
品
な
ど
の
規

格
表
示
の
自
主
規
準
設
定
に
努
め
る

ほ
か
、
苦
情
処
理
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
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農
業
施
策
の
基
本
的
方
向
は
、
富

山
県
の
特
質
を
生
か
し
た
う
ま
い
米

づ
く
り
を
中
心
に
、
需
要
に
見
合

っ

た
農
業
生
産
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら

活
力
あ
る
農
村
社
会
を
建
設
し
、
生

産
性
の
高
い
農
業
を
確
立
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
、
中

核
農
家
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、
兼
業

農
家
の
経
営
合
理
化
を
集
落
共
同
の

力
で
行
う
「
村
ぐ
る
み
農
業
」
を
進

め
、
低
コ
ス
ト
経
営
に
導
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
生
産
施
設

の
近
代
化
、
農
地
の
流
動
化
、
機
械

の
効
率
的
利
用
な
ど
が
効
果
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
新
た
に
集
落
営
農
組

織
化
事
業
を
行
い
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
は
、

A
7
年
度

も
引
き
続
い
て
五
十
六
年
度
並
み
の

地
場
産
業
対
策
と
し
ま
し
て
は

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
の

助
成
の
ほ
か
、
新
商
品
の
販
路
拡
大

に
助
成
し
ま
す
。

薬
業
に
つ
い
て
は
、
先
端
技
術
で

あ
る
遺
伝
子
工
学
の
研
究
に
取
り
組

む
ほ
か
、
テ
レ
ビ
宣
伝
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
産
業
展
示
館
は
昭
和
五
十

八
年
の
完
成
を
目
途
に
、
建
設
促
進

に
努
め
ま
す
。

技
術
立
県
の
核
に
な
る
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
構
想
で
す
が
、

A
7
年
度
は
開
発

構
想
調
査
に
取
り
組
み
、
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
圏
域
の
各
地
域
に
ど
の
よ
う
な

事
業
を
当
て
る
の
か
、
そ
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
守
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
「
富
山
県
技
術
立
県
基
金
」
を
設

置
し
、
産
業
の
近
代
化
、
企
業
導
入

を
図
り
ま
す
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
の
伸
長
に

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

工
業
試
験
場
内
に
「
マ
イ
コ
ン
セ
ン

タ
l
」
を
開
設
し
、
そ
の
応
用
技
術

目
標
面
積
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
生

八
尾
町
に
開
園
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

産
性
の
高
い
転
作
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

す
の
で
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
性
の
向
上
と
経
営
体
質
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
畜
産
で
す
が
、

A
7

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い

て
つ
育
て
る
漁
業
」
を
進
め
る
ほ
か
、

漁
業
取
締
船
「
剣
山
丸
L

新
造
に
向

け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

年
度
か
ら
「
富
山
の
肉
牛
」
の
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
園

芸
に
つ
い
て
は
「
特
産
の
里
」
を
拡

充
す
る
ほ
か
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
販

路
拡
大
事
業
を
行
い
ま
す
。

建
設
を
進
め
て
き
た
「
二
十
一

世

紀
の
森
」
で
す
が
、
こ
の
十
月
に
は

中
小
企
業
が
健
全
な
成
長
を
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地
場
産
業

振
興
対
策
資
金
」
を
創
設
す
る
な
ど

資
金
の
円
滑
な
供
給
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
団
地
の
無
雪
化
な
ど
の

た
め
、
新
設
さ
れ
た
融
資
制
度
を
活

用
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
企
業
に
対
し
て
は
「
小
規

模
事
業
等
福
祉
推
進
事
業
L

の
新
設

な
ど
、
き
め
の
細
か
し
経
営
改
善
普

及
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
小

商
業
対
策
と
し
て
、
商
庖
街
の
催
し

に
対
す
る
助
成
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

商工業の繁栄をめざして

雇用の安定と職業訓練
の充実のために

の
中
小
企
業
へ
の
導
入
、
普
及
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
工
業
技
術
セ

ン
タ

ー
は
高

岡
市
二
上
地
区
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
国
立
短
期
高
等
教
育
機
関
と
の

連
携
を
考
え
な
が
ら
、
基
本
設
計
を

産
業
の
健
全
な
発
展
に
は
工
、
不
ル

ギ
l
の
効
率
的
利
用
、
未
利
用
資
源

行
い
ま
す
。

の
開
発
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
こ
の

な
お
、
八
尾
中
核
工
業
団
地
は
昭

和
五
十
八
年
の
分
譲
開
始
を
め
ざ
し
、

た
め
、
今
後
も
省
工
、
不
ル
ギ

l
巡
回

指
導
、
省
工

、
不
ル
ギ

l
機
器
導
入
に

対
す
る
融
資
な
ど
を
行
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
な
ど
立
地
基
盤
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

富
山
新
港
共
同
火
力
発
電
所
の
石

炭
へ
の
転
換
は
、

一
日
も
早
く
着
工

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

労働福祉の増進のために

ま
た
、
県
営
発
電
事
業
に
関
し
て

は
、
昨
年
の
十
二
月
に
大
長
谷
第
三

発
電
所
が
竣
工
し
、
十
一
の
発
電
所

が
稼
動
し
て
い
ま
す
が
、

A
7
年
度
は

上
市
川
第
二
発
電
所
の
建
設
に
着
手

す
る
ほ
か
、
同
第
三
発
電
所
の
調
査

に
か
か
る
な
ど
、
計
画
的
、
段
階
的

に
進
め
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
中

昭
和
五
十
八
年

に
は
置
県
百
年
を
迎
え
ま
す
。

富
山
県
は
、

」
の
百
年
に
際
し
、
私
た
ち
は

先
人
の
英
知
と
営
為
の
あ
と
を
回

顧
し
、
そ
の
教
訓
と
遺
産
を
現
代

に
生
か
す
と
と
も
に
、
富
山
県
の

第
二
世
紀
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

」
の
た
め
、
昨
年
十
一
月
に
は

B 

各
界
層
の
方
々
の
参
/
加
を
得
で
「
置

県
百
年
記
念
事
業
推
進
県
民
会
議
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
記
念
事
業
の
企
画
調
査
は
、

こ
の
県
民
会
議
を
軸
に
進
め
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
今
年
度
は
「
記

念
映
画
」
「
記
念
誌
」
「
統
計
削
年

史
」
「
薬
業
史
」
な
ど
の
制
作
、
編

さ
ん
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
来
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
記
念
式
典
、
全
国
育

樹
祭
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
農
業
祭
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
年
齢
者
の
雇
用
事
情
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
い
て
定
年
延

長
の
気
運
守
つ
く
り
に
努
め
、
中
高
年

齢
者
の
雇
用
安
定
を
柱
と
し
て
、
失

業
防
止
と
離
職
者
の
再
就
職
推
進
に

努
め
ま
す
。

職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、

生
涯
訓

練
体
制
の
整
備
を
基
本
に
、

訓
練
施

技術立県をめざして

設
、
設
備
の
整
備
や
近
代
化
に
努
め
、

能
力
再
開
発
訓
練
、

向
土
訓
練
な
ど

を
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

9 

活
力
あ
る
産
業
守
つ
く
り
に
は
労
働

福
祉
を
増
進
し
、
勤
労
者
の
生
活
の

安
定
、
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
労
働
福
祉
団
体
に
対

す
る
預
託
額
の
拡
光
を
図
る
ほ
か
、

未
組
織
労
働
者
に
対
す
る
融
資
保
証

枠
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
福
祉
対
策
と
し
て
、

市
町
村
が
実
施
す
る
高
年
齢
者
労
働

能
力
活
用
事
業
に
引
き
続
い
て
助
成

す
る
ほ
か
、
新
た
に
「
婦
人
労
働
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
勤
労
婦

人
の
啓
発
指
導
に
努
め
ま
す
。



川崎
現
代
思
擦
の
…
縦
一
災
後
…
…
添
い
…
展
開
幕
一
一
一一

-一ぷ~三一三

.4.月
叩

B
L
5月
時
回
一
一
千
九

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
動
向
を
紹
介

ポ
ス
タ
ー
'は

現
代
人
の
生
活
空

聞
に
発
信
さ
れ
る
多
様
な
視
覚
情
報

の
な
か
で
も
、
代
表
的
な
手
段
で
あ

り
、
多
様
な
機
能
を
も
ち

般
社

会
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

ポ
ス
タ
ー
は

印
刷
技
術
の
向
上
等

に
伴

っ
て
「
現
代
ア
ー
ト
L

と
し
て

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
近
代
美

術
館
や
、

パ
リ
装
飾
美
術
館
な
ど
、

殴
米
の
美
術
館
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
作

品
を
現
代
美
術
の
新
し
い
分
野
と
し

て
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
に
加
え
、
そ
の
展

示
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、

日
本
の
ポ
ス
タ
ー
は
、

量

的
に
も
、
質
的
に
も
世
界
の
ト

ッ
プ

レ
ベ
ル
に
あ
り

「
ワ
ル

シ
ャ
ワ
国
際

ポ
ス
タ
ー
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
等
の

国
際
展
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
圏
内
の
公
立
美
術
館
で

ポ
ス
タ
ー
の
体
系
的
収
集
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

本
館
で
は
、

美
術
品
収
集
の
分
野

O
休
館
日

月
曜
日

祭
日
の
翌
日

但
し

す
。

5
月

3
日
間
は
開
館
し
ま

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、

A
7

年
度
、
七
つ
の
企
画
展
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
展

覧
会
は
常
設
展
示
「
二
十
世
紀
美
術

の
流
れ
」
と
あ
わ
せ
、
ま
た
、
昨
年

度
の
開
館
記
念
シ
リ
ー
ズ
展
の
成
果

を
ふ
ま
え
て
、

二
十
世
紀
美
術
の
多

様
な
展
開
を
そ
れ
ぞ
れ
国
際

・
圏
内

-
郷
土
の
視
点
に
立

っ
て
展
望
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
第

一
企
画

「
現
代
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
L

展

-
第
二
企
画

箪
牛
人
展

五
月
二
十
日

1
六
月
二
十
日

近
代
美
術
の
展
開
に
特
に
寄
与
し

た
と
思
わ
れ
る
郷
土
作
家
の
中
か
ら

異
色
の
水
墨
画
家
、
重
牛
人
を
と
り

あ
げ
、
半
世
紀
に
わ
た
る
画
業
を
回

顧
し
ま
す
。

-
第
三
企
画

現
代
芸
術
祭

(
七
月

一
日

1
九
月
十
五
日
)

二
十
世
紀
美
術
の
流
れ
を
日
本
的

規
模
な
ら
び
に
特
定
の
テ
ー
マ
の
下

に
展
観
す
る
「
現
代
芸
術
祭
」
企
画

の
第

一
回
展
。
本
年
度
は
郷
土
出
身

の
シ
ュ

l
ル
・
レ
ア
リ
ス
ム
詩
人

美
術
評
論
家
、
故
滝
口
修
造
を
と
り

あ
げ
、
氏
の
影
響
下
で
推
移

・
展
開

し
た
戦
後
美
術
お
よ
び
周
辺
芸
術
領

域
の
断
面
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
ポ
ス
タ
ー
〉
展
は
、

そ
の
収

集
作
品
に
よ

っ
て、

現
代
人
の
生
活

意
識
と
深
く
か
か
わ
る
日
本
の
グ
ラ

す
る
も
の
で
す
。

に
デ
ザ
イ
ン
部
門
と
し
て

」
の
展
覧
会
に
は

東
京
オ
リ

ン

圏
内
の

代
表
的
ポ
ス
タ
ー
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

ピ

ッ
ク
の
公
式
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し

を
は
じ
め
て

い
ま
す
。
こ
の

〈現
代

た
亀
倉
雄
策
や
、
資
生
堂
の
ポ
ス
タ

企粟津潔「粟津潔現代版画展J1981年

V 戸田正寿「アド二スJ1978年

• 

展
覧
会
期
中
、

記
念
講
演
の
ほ
か

音
楽
・

演
劇
・
詩

乃
月士
冗

リ
下
聾

刀
V

白
u
F

輔さ
ロ

.

A

M

居
i
l創
炉

踏
な
ど
を
内
容
と

し
た
五
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

-
第
四
企
画

ぃンョ

l
vン
.
、
ン

l
ガ
ル
展

(九
月
二
十
三

日

l
十
月
二
十
四

日
本
館
に
も
作
品

が
常
設
展
示
さ
れ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
現
代
彫
刻
家
ジ

含
む
)
を
と
り
あ
げ
、
各
世
代
に
わ

ョ
ー
ジ

・
シ
l
ガ
ル
の
代
表
作
品
を

た
る
作
家
の
秀
作
を
集
め
て
、
現
代

洋
画
の
す
が
た
を
紹
介
し
ま
す
。

集
め
、
現
代
ア
メ
リ
カ
美
術
の

一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

-
第
六
企
画

「
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
幻
」
展

(一

月
五
日

1
一
月
三
十
日
)

「
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
」
展
の
第

二
回
展
。
県
内
の
小

・
中
学
生
が
共

同
制
作
で
大
画
面
に
描
い
た
作
品
を

集
め
て
展
示
し
、
児
童

・
生
徒
の
創

-
第
五
企
画

「現
代
日
本
美
術
の
展
望
|

|
油

絵
」
展

(
十

一
月
三
日

1
十
二
月
十
五
日

日
本
現
代
美
術
の
動
向
を
継
続
的

に
紹
介
す
る
展
覧
会
の
第
二
回
企
画

と
し
て
油
画
部
門
(
ア
ク
リ
ル
等
を

造
意
欲
に
こ
た
え
、
情
操
教
育
の
向

ー
で
、

お
な
じ
み
の
中
村
誠
、

日
本

の
大
衆
文
化
を
と
り
こ
ん
だ
横
尾
忠

則
、
遊
び
の
精
神
に
あ
ふ
れ
る
作
風

の
福
田
繁
雄
の
ほ
か
、

田
中

一
光、

永
井

一
正
な
ど
、

多
彩
で
豊
か
な
個

性
あ
る
発
想
を
も

っ
て
表
現
す
る
現

代
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
グ
ラ
フ

イ
ツ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
ポ
ス
タ

ー
を
展
示
し
ま
す
。
な
お
、
展
覧
会

期
中
の

4
月
口
日
凶
に
、

勝
井
三
雄

氏
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

O
出
品
作
家

浅
葉
克
己

粟
津

潔

石
岡
瑛
子

大
橋

正

10  

片
山
利
弘

勝
井
三
雄

木
村
恒
久

亀
倉
雄
策

杉
浦
康
平

田
中

一
光

中
村

早
川
良
雄

長
友
啓
典

+
黒
田
征
太
郎
(合
作
)

弘

戸
田
正
寿

誠

永
井

一
正

原

福
田
繁
雄

細
クミ二
1-1 

山
城
隆

巌

横
尾
忠
則

O
入
場
料
金

一
般
側
側
円

品

・
大
生
別
側
円

九'庫品 “叫、

小
・
中
生
別
側
円

ハ
内
は
団
体
料
金

1 1 

h
p
永
井
一
正
「

9
q」

一
九
七
四
年

上
に
資
し
て
ゆ
き
ま
す
。

-
第
七
企
画

「美
と
の
対
話
、
お
ー
ー
ー
収
蔵
作

品
か
ら
」
展

(二
月
六
日

1
三
月
二
十
七
日
)

本
館
収
蔵
美
術
作
品
の
う
ち
、
日

頃
展
示
公
開
で
き
な
い
作
品
を
選
定

し
て
公
開
し
ま
す
。



昭
和
五
十
八
年
、
富
山
県
は
置
県
百
年
を
迎
え
ま

ど
富
山
県
の
一
大
転
機
と
な
っ
た
事
件
が
あ
る
わ
け

す
。
明
治
十
六
年
五
月
九
日
に
誕
生
し
て
以
来
、
今

日
に
至
る
富
山
県
の
発
展
ぶ
り
に
は
自
を
み
は
る
も

で
す
が
、
置
県
百
年
を
迎
え
る
に
先
立
ち
、
こ
れ
ら

事
件
の
知
ら
れ
ざ
る
菌
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
。を

十
二
窃
に

の
が
あ
り
ま

τ。
こ
の
一
世
紀
に
浸
ぷ
流
れ
の
中
に

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

わ
た
っ
て
紹
介
し
、
先
人
た
ち
の
活
躍
の
跡
を
訪
ね

g

は
分
間
開
運
動
、
米
騒
動
そ
し
て
二
度
に
友
ぷ
大
戦
な

富山県の転機を探る①

分
県
鰻
頭
利
目
あ
り

の
朝明
里子治
新十
聞六
に 年
「五
分月
牒十
鰻七
頭日
平I]!付
目ム東
あ京

り
L

の
見
出
し
で
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
此
度
政
府
に
て
は
石
川
勝
よ
り

越
中

一
園
を
割
き
富
山
懸
を
置
か

れ
た
る
が
、
先
年
新
川
牒
を
廃
せ

ら
れ
し
よ
り
同
園
新
川
婦
負
両
郡

の
人
民
は
、
こ
れ
を
不
便
利
な
り

と
し
て
分
牒
を
業
望

(
き
ぼ
う
)

し
、
福
井
、
鳥
取
、
徳
島
の
三
勝

を
置
か
れ
し
後
は
、
其
の
業
望
い

よ
い
よ
烈
(
は
げ
)
し
く
請
願
書

又
は
建
白
書
を
其
筋
へ
出
し
、
又

陳
情
委
員
を
上
京
せ
し
め
て
其
筋

へ
歎
願
す
る
に
至
り
、
あ
る
菓
子

屋
は
製
す
る
と
ご
ろ
の
鰻
頭
を
分

鯨
鰻
頭
と
ひ
さ
、
ぎ
し
に
、
通
例
の

鰻
頭
よ
り
買
う
者
多
か
り
と
の
こ

と
な
れ
ば
今
度
分
勝
に
就
て
は
其

喜
び
知
る

べ
し
。
:
:
:
」

こ
の
記
事
に
あ
る
鰻
頭
は
ど
ん
な
形

を
し
て
い
た
の
か
は
、
今
日
知
る
由

も
な
い
が
、
当
時
の
県
民
の
喜
び
振

り
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

明
治
政
府
が
当
初
か
ら
最
も
力
を

注
い
で
い
た
の
は
、
旧
藩
体
制
を
打

破
し
て
地
方
を
完
全
に
官
治
す
る
こ

と
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
廃
藩
置

県
の
と
き
三
府
三
百
二
県
を
置
い
た

も
の
の
、
そ
の
後
分
離
統
合
を
重
ね
、

明
治
十
五
年
ま
で
に
は
三
府
四
十

一

県
に
整
理
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十

年
代
は
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
期
で

あ
り
、
自
然
県
域
を

一
つ
の
固
ま
り

と
す
る
地
方
自
治
の
意
識
が
各
地
で

分
県
運
動
を
展
開
さ
せ
て
い
た
。
二

十
に
近
い
希
望
の
中
で
十
六
年
に
佐

賀
、
宮
崎
と
本
県
の
三
県
の
み
が
置

か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

l
i
l
i
-
-i
i
l
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富
山
県
と
な
る
ま
で

A
V
A
W

ふ

紘

杓

v
b
A
W

吃

ν

J
ノ

L
ー
込
争
t
z

二
関
与
冷み
f
yぺ叫し

ト
余
熱
ヲ
雪
ゾ
、
d

hv
守

弘

司
A
T

Q

れが九
一

U

九
時
ゐ
洲
口
一総
守
?
を

た

?

場地ふけ
…
ー
さ
を

明治16年5月9日に発

せられた太政官布告

五
月
九
日
の
確
信

「
富
山
、
佐
賀
、
宮
崎
ノ
三
県
ヲ
置

ク
」
の
太
政
官
布
告
が
発
せ
ら
れ
た

か
ら
と
い

っ
て
こ
の
日
か
ら
富
山
県

が
始

っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
こ

の
布
告
は
便
宜
上
の
布
告
で
あ
る
と

し
て
同
日
太
政
官
か
ら
元
老
院
(
立

法
府
)
の
審
議
に
付
託
さ
れ
、
や
が

て
上
奏
勅
許
を
得
た
の
が
五
月
十
六

日
で
あ
る
。
そ
し
て
正
式
の
開
庁
日

と
な

っ
た
の
は
三
県
と
も
七
月

で
あ
る
。
今
日
的
感
覚
か
ら
す
れ
ば

或
い
は
こ
の
七
月

一
日
が
富
山
県
の

発
足
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
誰
し
も
五
月
九

日
を
置
県
日
と
確
信
し
、
今
日
ま
で

こ
の
日
を
置
県
日
と
し
て
祝

っ
て
き

て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
ま
さ
し
く
先
人
の
分
県
、
独
立
運

動
の
精
神
に
回
帰
せ
ん
が
た
め
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
越
中

一

国
が

一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
な
し
に

は
子
孫
の
栄
光
は
あ
り
え
な
い
と
し

た
先
覚
者
の
心
を
学
ぼ
う
と
す
る
た

め
で
あ
る
。
そ
し
て
太
政
官
(政
府
)

な
を
み替、

の
布
告
を
得
た
と
き
の
越
中
人
の
喜

び
は
今
日
の
県
政
の
発
展
と
な

っ
て

結
実
し
て
い
る
。

自
然
は
美
し
く
、
人
は
貧
し
く

越
中
側
の
分
県
の
史
的
経
過
や

先
覚
者
た
ち
の
こ
の
運
動
に
傾
け
た

労
苦
に
関
し
て
の
研
究
成
果
は
、「
富

日

山
県
史
」
(近
代
上
)
に
ま
と
め
ら
れ
、

詳
述
さ
れ
て
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
触

れ
な
い
。
た
だ
そ
の
動
機
の

一
端
を

考
え
て
み
た
い
。

明
治
前
期
の
越
中
は
極
端
に
貧
し

か
っ
た
。
明
治
二
年
県
東
部
を
中
心

に
起
こ

っ
た

H

ば
ん
ど
り
騒
動
ヘ
十

年
の

H

砺
波
騒
動
H

は
い
ず
れ
も
貧

し
さ
の
中
に
起
こ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
貧
し
さ
は
、
皮
肉
に
も

美
し
い
越
中
の
自
然
が
も
た
ら
す
場

合
が
多
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
類

(た

ぐ
い

)
な
く
美
し
い
越
中
連
山
が
生

み
出
す
水
が
、

一
挙
に
野
を
か
け
抜

け
、
海
に
わ
た
る
と
き
、
豊
穣
の
地

が

一
瞬
の
う
ち
に
積
礁
(
せ
き
れ
き
)

の
野
と
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。

自
畠
⑭
気
也
、

寛永16年
6月20日

大聖寺藩

明治 2年
6月 17日

明治 4年
7月 14日

明治 4年
11月20日

金沢県

明治 9年 |明治 5年
4月 18日 I 9月27日

明治16年
5月 9日

賀

婦負郡

力日

金沢藩

富山県 富山藩富山藩

金沢県

新川県
新川県

石川県

石川県

富山県

た
め
に
明
治
の
先
人
は
、
日
々
水

と
闘
い
、
水
を
治
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。
道
路
工
事
を
専

一
と
す

る
石
川
県
政
の
下
で
は
、
こ

の
水
と

の
闘
い
に
は
限
度
が
あ

っ
た
の
で
あ

ス出
。「

越
中
国
人
民
ノ
幸
福
安
寧
ヲ
求
ム

ル
ハ
唯
分
勝
ノ

一
事
ア
ル
ノ
ミ
」
と
、

先
達
を
し
て
越
中
百
年
の
計
を
な
さ

し
め
た
の
は
、
ま
さ
に
こ

の
水
と
の

闘
い
の
た
め
で
あ

っ
た
。
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大
左

右
し

倉
情

岩
陳

の
を

時
県

当
分

)

、
て
蔵

郎
し
会

二

三
訪
存

紋
歴
呆

沢
を
馴

米
ら
潤

伯昨
F
A
泊

者
務
臨

労
内
ヨ

十

一
年
の
香
川
(愛
媛
か
ら
)
の
両

功
田
佼

の
山
口川

県

米

沼
臣
(

内
閣
申
告

宅設
巴

巳ニー

ー
富
山
県
の
誕
生
、

今
日
、
越
中
は
美
し
い
自
然
と
豊

か
な
人
び
と
で
み
ち
て
い
る
。
私
は

こ
の
安
寧
の
始
点
は
、
明
治
十
六
年

五
月
九
日
に
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

県
を
も

っ
て
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

(富
山
近
代
史
研
究
会

高
井

進

五
月
九
日
|



瑞
泉
寺
は

一
向
一
撲
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
有

名
で
す
。

荘
園
領
主
ら
に
し
い
た
げ
ら
れ
た
農
民
た
ち
に
、

団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と
を
教
え
た
の
が
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
、
つ
ま
り
一
向
宗
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

二
向
一
撲
」
と
呼
ば
れ
た
わ
け
で
す
が
、
当
時
、

百
七
十
の
寺
を
支
配
し
、
戦
国
武
将
か
ら
法
灯
を
守

っ
た
面
影
は
、
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

八
乙
女
山
を
背
に
、
歴
吏
の
重
み
と
文
化
の
深
さ

を
秘
め
た
静
か
な
た
た
ず
ま
い
は
、
訪
れ
る
人
の
心

を
と
ら
え
で
は
な
さ
な
い
で
し
ょ
う
。

約
三
百
人
の
彫
物
師
た
ち
が
そ
の
技
を
競
う
井
波

町
は
、
伝
統
的
な
木
彫
の
ま
ち
で
す
。
二
百
丁
余
リ

の
の
み
を
巧
み
に
使
い
分
け
、
厚
さ
六
{
)
九
七ち
の
板

か
ら
雲
間
に
飛
ぶ
鶴
、
風
に
さ
ざ
め
く
竹
、
つ
ぼ
み

が
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
枝
な
ど
が
精
巧
に
、
そ
し
て
力
強

く
彫
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
名
工
の
巷
一
口
れ
高
い
井
波
の

彫
物
師
た
ち
の
技
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

砺
波
平
野
の
南
端
に
連
ら
な
る
八
乙
女
連
山
。
そ

の
山
ろ
く
に
位
置
す
る
井
波
町
は
、
瑞
泉
寺
の
門
前

町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
彫
刻
で
そ
の
名

を
は
せ
て
い
る
井
波
町
は
、
伝
統
芸
術
の
香
り
が
町

の
す
み
ず
み
に
漂
っ
て
い
ま
す
。

明
徳
元
年

二

三
九

O
年
)、
浄
土
真
宗
本
願
寺
五

代
の
紳
如

(
し
ゃ
く
に
よ

)
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
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名工の誉れ高い井波の彫物師



き
ょ
う
は

「{
杢
庭
の
日
」
(
第
三
日

曜
日
)
、

A
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
お
父

さ
ん
も
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
ひ
か
え
て

久
し
ぶ
り
に
家
族
一
同
が
茶
の
間
に

そ
ろ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で k

考
え

て
み
よ
フ
と
田
，じρ

っ
て

〔注
〕

本
文
中
「
父
」
の
発
雷
内
容
は、

富
山
県
の
総
合
計
闘
策
定
の
た
め
の

各
研
究
会
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
義
文
の
後
に
捕
足
さ
れ
た
事
項

は
、
同
じ
撃
口
書
か
ら
の
捺
す
い
で
す
。

フ
ッ
と
そ
の
大
切
さ
に
思
い
当
た

っ

た
り
す
る
。
言

っ
て
み
れ
ば
お
母
さ

ん
・み
た
い
な
も
の
|

|
そ
れ
が

ふ
る

集
ま

っ
て
も
ら

っ
た
ん
だ
。

い
ま
こ
こ
に
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ

い
く
つ
か
の
テ

l
マ
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
も
の
な
ん
だ
。
さ
あ
、
み
ん

さ
と
で
な
い
か
と
思
う
。

く
り
の
た
め
の
メ
モ
が
あ
る
。

こ
れ

f
ふ
る
さ
と
に

J

て
な
に
?

父

ま
ず
、
お
父
さ
ん
か
ら
ひ
と
つ

、

み
ん
な
に
質
問
し
よ
う
と
思
う
。
み

ん
な
に
と

っ
て

H

ふ
る
さ
と
H

何
だ
ろ
う
か
。

長
男

ボ
ク
に
と

っ
て
は
「
生
ま
れ

育

っ
た
と
こ
ろ
L

ぐ
ら
い
の
意
味
し

か
な
い
か
な
。
特
に
深
く
考
え
た
こ

と
も
な
か

っ
た
。
考
え
る
機
会
も
な

か

っ
た
し
ね
。

長
女

ワ
タ

シ
は
ち
が
う
わ
。
ほ
ら
、

お
父
さ
ん
の
母
校
が
甲
子
園
に
出
た

と
き
、
富
山
県
の
代
表
と
い
う
こ
と

で

一
生
け
ん
め
い
応
援
し
た
も
ん
。

お
兄
ち

ゃ
ん
も
覚
え
て
い
る
で
し

ょ。

言
葉
で
は
う
ま
く
一
三守
え
な
い
け
ど
、

あ
の
と
き
の
気
持
が
ワ
タ
シ
に
と

っ

て
の
ふ
る
さ
と
だ

っ
た
と
思
う
の
。

な
る
ほ
ど
ね
。
お
父
さ
ん
は
ど

父持
色
あ
る
国
立
の
短
期
大
学
を

つ
く

る
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
将
来

は
四
年
制
の
公
立
大
学
が
設
置
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
た
だ
、

地
元
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な

大
学
が
必
要
な
の
か
は

っ
き
り
し
な

と
実

ど現
うし
せに
つく
くい
るか
なも
ら し
、れ

日・な
本・い。

長
男

じ
ゅ
う
か
ら
掌
生
が
集
ま

っ
て
く
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
大
学
に
し
た
い
な
。

母

東
京
の
大
学
へ
行
き
た
い

っ
て

言

っ
て
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
志
望
は

決
め
た
の
?

長
男

う
ん
、
ま
だ
迷
っ
て
る
ん
だ

け
ど
、

一
度
、
富
山
を
離
れ
て
、
ふ

る
さ
と
を
見
つ
め
て
み
た
い
気
も
あ

る
ん
だ
。

(
既
在
大
学
の
現
状
〕

・
大
学
、
短
大
進
学
者
は
、

五
十
六

年
度
で
五
千
八
百
四
十
一

人
、
そ

の
う
ち
県
内

進

堂
者
は

一
千
三
百

八
十

一
人
で
二
一
二

・
六
辺
、
県
外

進
学
者
は
四
千
四
百
六
十
人
で
七

六

・
四
J
Q

・
県
内
に
は
四
年
制
大
学
二
校、

短

大
四
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
入

学
定
員
は
四
年
制
大
学
一

千
三
百

な
/
興
味
を
も
て
そ
う
な
テ

l
マ
か

ら
で
い
い
。
自
由
に
意
見
を
出
し
て

母

で
も
、
ふ
る
さ
と

っ
て
い
う
の

は
、
富
山
県
が

二
十

一
世
紀
へ
の
プ

ラ
ン
と
し
て
進
め
て
い
る
「
富
山
県

総
合
計
画
」
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、

ノ

っ
ち
の
意
見
も
ふ
る
さ
と
の
本
質
を

は
、
み
ん
な
が
育
つ
母
体
で
も
あ
る

し
、
同
時
に
、
み
ん
な
が
育
て
て
い

言

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

つ

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
面
も
あ
る
わ

っ
て

ま
り
ね
、
あ
ん
ま
り
存
在
が
当
た
り

来
春
ボ
ク
は
受
験
だ
け
ど

ね

前
す
、ぎ
て
ふ
だ
ん
は
気
が
つ
か
な
い

父

そ
う
。
き
ょ
う
は
、
そ
の
お
母
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ん
だ
け
れ
ど
、
何
か
の
ひ

ょ
う
し
に

長
男

ボ
ク
は
来
春
受
験
、だ
か
ら

や

っ
ぱ
り
大
学
の
こ
と
が
気
に
な
る
。

で
き
れ
ば
地
元
の

さ
ん
み
た
い
な
ふ
る
さ
と
に

つ
い
て

O
A
家
の
家
族
構
成

祖
父
(
六
十
三
歳
)

祖
母
(
六
十
一
歳
)

父

(
四
十
歳
)

母

(
三
十
八
歳
)

長
男
(
十
七
歳
)

長
女
(
十
二
歳
)

大
学
に
行
き
た
い

け
れ
ど
数
も
少
な

い
し
、
志
望
校
が

だ
め
だ

っ
た
ら
よ

そ
ヘ
行
か
ざ
る
を

得
な
い
ん
だ
よ
ね
。

父

う
ん
、
そ
の

」
と
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
各
方
面

で
声
が
万
が

っ
て

い
た
よ
う
だ
ね
。

最
近
、
高
岡
市
に

し
た
り
、
県
外
か

ら
も
誘
致
し
た
り

す
る
。
そ
の
核
に

な
る
の
が
「
テ

ク

ノ
ポ
リ

ス
構
想
で

今
後
、
ま
す
ま
す

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
く
る
と
思

ぅ
。
そ
れ
と
、
仕

事
の
変
化
と
い
え

ば
、
テ
ン
ポ
が
も

の
す
ご
く
速
く
な

守フ

っ
て
い
る
ね
。
北

陸
新
幹
線
や
空
港

の
整
備
は
、
ど
う

し
で
も
必
要
に
な

九
十
人
、

短
大
八
百
十
五
人
の
計

長
男

っ
て
く
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代

っ

て
い
わ
れ
て
い
る
し
ね
。
新
幹
線
が

二
千
二
百
五
人

だ
し
、
大
丈
夫
さ
。
ほ
ら
、
テ
ク
ノ

お
父
さ
ん
の
出
張
に
は

新
幹
線
が
必
要

な
ん
と
か

つ
て
言

っ
た

つ
け
。

父

「
テ
ク
ノ
プ
リ
フ

ェ
ク
チ
ャ

l
」

で
き
た
ら
、
新
し
い
郁
市
の
顔
も
つ

く
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
し
。

つ
ま
り
技
術
立
県
を
め
ざ
そ
う
と
い

長
男

フ
わ
け
さ

先
端
技

産
業
を
拡
大

父

そ
う
だ
ね
。

い
ま
、
地
方
の
中

そ
れ
か
ら
、
も
う

一
歩
先
を

ど
ん
ど
ん
新
し
く
な

っ
て
い
く
よ
う

考
え
る
と
、
就
職
も
心
配
に
な

っ
て

く
る
ん
だ
。
地
元
で
希
望
の
仕
事
が

探
せ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
。

祖
父

」
れ
か
ら
は
地
方
の
産
業
も



核
都
市
を
中
心
に
し
た
都
市
群
に
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ん

だ
。
特
に
、
日
本
海
沿
岸
地
域
の
中

い心

位
置
す
る
富
山
県
は
有
望
勺

し

祖
父

高
謎
交
通
網
が
大
切
な
こ
と

は
わ
か
る
け
ど
、
富
山
県
が
も
っ
て

い
る
豊
か
な
自
然
環
境
と
か
、
風
土

を
生
か
し
た
都
市
守
つ
く
り
も
考
え
た

い
ね
。

〔
先
端
技
術
産
業
の
育
成
に
関
す
る

報
告
か
ら
〕

-
民
間
、
大
学
な
ど
の
研
究
員
と
の

て
高
齢
者
の
割
合
が
多
い
ら
し
い
か

ら
。
単
に
生
計
の
維
持
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て

お
年
寄
り
に
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
な
。

〔
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
県
政
世

論
調
査
か
ら
〕

-
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る

人
人
は
、
二
十
歳
以
上
の
県
民
の
四

九
・
三
江

0

・
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
、
そ
の
加
入
者
も
増
加
の
傾
向

に
あ
る
が
、
気
軽
に
活
動
で
き
る

組
織
の
拡
大
と
連
携
が
必
要

-
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
利
用
で

き
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
の
で

き
る
広
場
が
不
足

〔
福
祉
対
策
に
関
す
る
報
生
白
か
ら
〕

.
老
人
の
就
労
の
促
進
に
あ
た
っ
て

は
、
公
共
職
業
安
定
所
や
シ
ル
パ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
職
業
紹
介
を

し
て
い
る
が
、
福
祉
施
策
の
面
で

の
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
の
充
実

も
必
要

-
就
労
へ
の
志
向
は
、
生
活
の
た
め

と
い
う
こ
と
よ
り
も
健
康
の
維
持、

生
き
が
い
の
確
保
へ
と
変
化
し
つ

つ
あ
り
、
今
後
、
老
人
の
も
つ
技

能
、
知
識
、
経
験
を
生
か
し
た
適

共
同
基
礎
研
究
を
進
め
る
た
め
の

先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置

-
研
究
開
発
助
成
制
度
の
拡
充
と
吋

経
営
面
で
の
支
援
や
技
術
者
に
対

す
る
経
営
者
教
育

-
情
報
機
関
の
整
備
、
学
会
や
研
究

会
な
ど
に
よ
る
人
的
交
流
の
促
進

気
持
は
若
い
者
に
は
負
け
な
い
け
ど

長
女

と
こ
ろ
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

今
度
テ
ニ
ス
を
始
め
る
ん
だ

っ
て
ね
。

....県民待望の北陸新幹線はルートや駅が発表され着工に向けて l歩 l歩前進して

いる (合成写真)

昨年オープンした県営軟式庭球場v手軽にスポ ツに親しめるようにと職
へ
の
就
労
に
、
き
め
の
細
か
な

情
報
提
供
が
必
要

雪
を
楽
し
む
生
活
が
で
き
な
い
か
し
ら

母

」
れ
も
深
刻
に
な
り
そ
う
だ
け

ど
、
雪
の
問
題
も
大
き
い
わ
よ
。
こ

覗
前臥

れ
を
ヌ
キ
に
し
て
は
富
山
県
の
未
来

も
、
発
展
も
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う

の
。

祖
母

た
し
か
に
、
去
年
の
豪
雪
の

と
き
は
、
毎
日
が
重
労
働
の
連
続
だ

っ
た
け
ど
、

三
十
八
年
の
豪
雪
の
と

き
と
比
べ
れ
ば
よ
く
な

っ
た
と
思
う

よ
。
あ
の
と
き
は
野
菜
や
果
物
の
値

段
が
、ず
い

ぶ
ん
上
が

っ
た
も
の
。

父
最
近
は
、
雪
対
策
も
、
ず
い
ぶ
ん

〔
総
合
雪
対
策
の
報
告
か
ら
〕

・
積
雪
地
帯
の
特
色
を
積
極
的
に
生

か
し
、
魅
力
あ
る
都
市
守
つ
く
り
ゃ

企降り積った雪をさっそく利用、研究に余念がない子供たち

産
業
活
動
を
促
す
施
策
が
必
要

-
現
代
の
雪
対
策
は
、
将
来
の
社
会

の
姿
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る
よ

ワ
夕
、
ン
、
相
手
し
よ
う
か
。

祖
母

い
い
で
す
と
も
o

Z
う
見
え

た
っ
て
女
学
校
時
代
は
テ
ニ
ス
部
の

選
手
だ
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
・
:
・

な
ん
て
強
が
り
を
言
っ
て
も
、

最
近

ち
ょ
っ
と
「
年
か
な
」
と
思
う
こ
と

が
あ

っ
た
り
し
て
ね
。
実
は
、
健
康

づ
く
り
と
若
返
り
が
目
的
な
の
。

父

無
理
を
し
て
「
年
寄
り
の
冷
や

水
」
な
ん
て
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し

な
い
と
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
の
年

代
や
体
力
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
や

る
の
が
、
い
ち
ば
ん
の
健
康
法
だ
か

ら
ね
。

1 8  

祖
父

お
ば
あ
さ
ん
が
若
い
気
な
ら

私
だ

っ
て
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
負

け
な
い
ぞ
。
た
だ
、
定
年
退
職
し
て

か
ら
の
今
の
職
場
で
、

い
つ
ま
で
働

か
せ
て
も
ら
え
る
か
:
:
:
。
ま
あ
、

再
就
職
さ
え
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

友
人
も
い
る
ん
だ
か
ら
、
あ
ま
り
ぜ

い
た
く
は
丑一
早
え
な
い
け
れ
ど
。

母

そ
う
ね
。
こ
の
問
題
は
、
私
た

ち
の
年
代
に
と

っ
て
も
、
将
来
も

っ

と
深
刻
に
な
り
そ
う
ね
。

何
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
人

口
の
比
率
が
高
く
な
る

一
方
だ
し
、

父そ
の
中
で
も
地
方
は
、
都
会
に
比
べ

進
ん
で
き
て
は
い
る
け
ど
ね
。
ま
あ

雪
に
よ
る
被
害
を
受
け
な
い
対
策
が

必
要
な
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
雪
を

楽
し
む
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
も
考
え
て
い
き
た
い
な
。

長
男

北
海
道
の
雪
ま
つ
り
の
よ
う

に
、
雪
を
利
用
し
た
祭
典
を
も

っ
と

県
内
で
や

っ
た
ら
い
い
し
、
ス
キ
ー

な
ん
か
を
盛
ん
に
す
る
の
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
。

う
に
計
画
さ
れ
る
べ
き
で
、
主
に

交
通
や
情
報
・
工
、
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
安
定
確
保
が
必
要

19  

-
一
人
暮
し
老
人
な
ど
、
雪
お
ろ
し

に
困
る
世
帯
に
町
内
会
や
青
年
団

な
ど
が
協
力
す
る
し
く
み
が
必
要

味
や
祭
り
を
利
用
し
て

も
っ
と
富
山
を
P
R

長
男

雪
の
利
用
も
だ
け
ど
、
富
山

県

っ
て
観
光

P
R
の
や
り
方
が
あ
ま

り
上
手
じ
ゃ
な
い
み
た
い
。
金
沢
な

ん
か
だ
と
、
き
ち
ん
と
イ
メ

ー
ジ
を

つ
く
り
あ
げ
て
、
う
ま
く
宣
伝
し
て

い
る
ん
だ
よ
ね
。

祖
母

富
山
県
に
だ
っ
て

よ
そ
に

負
け
な
い

い
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
う
よ
。
た
と
え
ば
、
お

祭
り
や
季
節
の
味
も
豊
富
で
し
ょ
。

そ
う
い
う
も
の
を
も
っ
と
利
用
し
て

P
R
で
き
れ
ば
い
い
の
に
ね
。

そ
れ
は
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
だ
。

父観
光
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

み
ん
な
が

H

す
ば
ら
し
い
富
山
県
へ

い
ら
っ
し
ゃ
い
H

と
言
え
る
よ
う
な



状
況
を
つ
く
る
こ
と
だ
し
、
そ
う
い

時
間
が
増
え
て
く
る
し
、
も

っ
と
幅

う
誇
り
高
い
ふ
る
さ
と
。つ
く
り
を
進

広
い
観
光
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

め
る
上
で
も
力
を
入
れ
る
べ
き
な
ん

だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
余
暇

〔
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
の
報
告
か

必
要

ら〕

-
冬
期
間
の
観
光
客
は
少
な
く
、
季

節
に
よ
る
変
動
も
大
き
い
。
雪
を

生
か
し
た
冬
期
観
光
の
整
備
も
必

-
観
光
客
数
は
、

近
年
横
ば
い
状
態

そ
の
う
ち
宿
泊
客
は
二
五
一
旬
、
県

外
客
は
二
九
伐
と
低
い
。
宣
伝
活

動
の
充
実
と
受
入
体
制
の
整
備
が

要

モ
ノ
と
心
の
調
和
し
た

豊
か
さ
が
大
切
だ
ね

祖
父

富
山
県
の
歴
史
と
か
風
土
を

な
が
め
て
み
る
と
、
ど
う
も
こ
れ
ま

よ
う
な
気
が
す
る
。
「
新
し
い
文
化
を
」

な
ん
て
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、

で
は
保
守
的
な
色
合
い
が
強
か
っ
た

そ
の
辺
か
ら
変
わ
る
必
要
が
あ
る
ん

風かおる散患の霊のチューリ
I ? S O 7 8 9 12 13 14 IS 16 19 20れ2223 2ゐ2728 :JO 
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じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

父

生
活
水
準
で
言
う
と
、
富
山
県

は
全
国
で
も
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
る
ん
だ
か
ら
、
今
度
は
モ
ノ
中
心

の
生
活
か
ら
、

モ
ノ
と
心
の
調
和
し

た
豊
か
さ
の
よ
う
な
考
え
へ
切
り
換

え
る
こ
と
も
大
切
に
な

っ
て
く
る
よ
。

長
女

富
山
県
に
は
す
で
き
な
美
術

館
が
で
き
た
け
ど
、
面
白
い
博
物
館

は
少
な
い
わ
ね
。

ま
ず
、
身
辺
に
あ
る
地
域
の
文

化
遺
産
を
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
か
な
く
ち

ゃ
ね
。

父祖
父

そ
う
そ
う
、
去
年
、
県
で
行

っ
た
「
県
民
の
知
恵
募
集
」
の
中
に

も
「
郷
土
博
物
館
の
建
設
」
と
い
う

内
容
の
提
案
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
は

ず
だ
。

父

さ
て
、
話
の
方
は
ま
、
だ
ま
だ
っ

き
な
い
よ
う
だ
け
れ
ど
、
き
ょ
う
は

」
の
く
ら
い
に
し
て
お
こ
う
か
。
テ

ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
け
れ
ど
、

ど
れ
も
二
十

一
世
紀
の
富
山
県
を
考

え
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る

し
、
関
連
。つ
け
て
考
え
ら
れ
る
も
の

も
多
い
と
思
う
。
き
ょ
う
は
結
論
を

出
せ
な
く
て
も
、
こ
の
次
は
い
ま
話

し
た
こ
と
を
、
も

っ
と
掘
り
下
げ
て

富山県立近代美術館v 富山県の芸術文化の殿堂
話
し
合

っ
て
み
よ
う
。

〔
風
土
と
伝
統
を
生
か
し
た
文
化
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
提
案
〕

・
優
れ
た
演
劇
、
舞
踊
、
音
楽
な
ど

を
観
賞
で
き
る
大
ホ
!
ル
の
建
設

-
国
際
的
・
全
国
的
規
模
の
美
術
展

や
音
楽
会
、
演
芸
祭
な
ど
の
開
催

.
民
俗
行
事
・
生
活
技
術
の
老
人
か

先
月
の
末
、
食
品
加
工
研
究
所
(
仮
称

20  

ら
青
少
年
へ
の
継
承
。

-
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
美
し
い

街
並
み
づ
く
り
や
、
ふ
れ
あ
い
と

語
ら
い
の
広
場
*
つ
く
り
な
ど
、
風

土
と
調
和
し
、
美
観
に
配
慮
し
た

都
市
計
画
を
。

の
建
設
工
事
が
、
本
格
的
に
始
ま

り
J

本
A
V
1
υ
れ
ん
。

こ
の
研
究
所
は
、
食
品
の
加
工
、
流
通
技
術
を
研
究
、
開
発
し
、
農
林
水
産

物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
地
場
食
品
産
業
の
技
術
水
準
の
向
上
を
目
指
す
も
の

で
、
昭
和
五
十
八
年
夏
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

農業試験場に隣接して建設される「食品加工研究所」

農
林
水
産
物
は
、
こ
れ
を
加
工
し

て
価
値
の
高
い
整
品
と
し
て
出
荷
す

れ
ば
、
農
林
水
産
業
者
の
所
得
向
上

に
な
る
ば
か
り
か
、
県
の
経
済
発
展

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

」
れ
ら
生
産
物
の
加
工
は
、
こ
れ

ま
で
食
品
業
界
が
主
に
行

っ
て
き
た

の
で
す
が
、
最
近
で
は
生
産
者
が
自

ら
加
工
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
食
品
の
加
工
流

通
技
術
の
高
度
化
、
複
雑
化
に
は
目

を
み
は
る
も
の
が
あ

っ
て
、
規
模
の

小
さ
い
本
県
の
食
品
業
界
の
力
だ
け

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
の
が
実
情
で

す
。

」
の
よ
う
な
中
で
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
食
品
加
工
研
究
所
は
、
食

品
の
加
工
、
流
通
技
術
を
研
究
開
発

し
、
生
産
者
や
地
場
食
品
産
業
の
技

術
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。

食
品
加
工
研
究
所
の
使
命
は
、
農

林
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
地

場
食
品
産
業
の
技
術
水
準
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

業
務
に
は
大
き
く
分
け
て
技
術
の

開
発
研
究
、
原
料
や
整
品
の
分
析
検

定
、
技
術
の
指
導
や
相
談
、
情
報
の

提
供
な
ど
と
な
り
ま
す
。

開
発
研
究
の
対
象
と
な
る
食
品
は

多
種
多
様
で
す
が
、
原
料
か
ら
み
ま

す
と
米
、
麦
、
大
豆
、
特
定
の
果
実

と
野
菜
、
畜
肉
、
多
獲
性
魚
が
、
ま

た
製
品
と
し
て
は
め
ん
類
、
パ
ン
や

菓
子
類
、
発
酵
食
品
、
つ
け
物
類
、

飲
料
、
缶
詰
、
酒
類
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
特
に
、
特
産
品
を
原
料

と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
新
製
品
の
開
発

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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分
析
検
定
は
、
主
に
企
業
の
製
品

の
品
質
向
上
を
目
的
と
す
る
も
の
で

栄
養
や
安
全
性
も
含
め
て
信
頼
さ
れ

る
製
品
守つ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
と
し

て
食
品
に
関
す
る
講
演
会
、
研
修
会
、

加
工
実
習
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
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「
と
な
み
養
護
学
校
」

司E

校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

建
設
を
進
め
て
き
た

「富
山
県
立
と
な
み
養
護
学

内
の
養
護
学
校
は
本
校
六
校
、
分
校
三
校
と
な
り
、

現
在
、
新
川
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
精
神
薄
弱

児
向
け
の
養
護
学
校
が
完
成
す
る
と
、
県
下
回
地
区

(
富
山
、
新
川
、
高
岡
、
砺
波
)
に
独
立
校
の
設
置

が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
学
校
は
精
神
薄
弱
児
を
教
育
す
る
養
護
学
校

で
、
高
岡
養
護
学
校
砺
波
分
教
室
を
核
に
し
て
本
校

と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
県

豊かな自然静かな環境に恵まれた「となみ養護学校」
ま
た
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る

た
め
通
学
用
パ
ス
も
配
置
さ
れ
て
い

ま
す以

上
が
す
で
に
完
成
し
た
施
設
の

概
要
で
す
が
、
今
後
は
体
育
館
の
建

設
を
、
さ
ら
に
児
童
生
徒
の
増
加
傾

向
を
見
な
が
ら
校
舎
の
増
策
を
進
め

る
な
ど
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
十
分

配
慮
し
て
い
く
計
画
で
す
。

な
お
「
と
な
み
養
護
学
校
」
の
教
育
は

通
学
、
病
院
、

在
宅
の

つ
の
形
式

に
分
か
れ
て
い
て

対
象
に
な
る
児

童
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
通
学
/
精
神
発
達
の
遅
れ
の
程
度

が
中
度
以
上
ま
た
は
軽
度
の
も

の
の
う
ち
社
会
的
適
応
が
持
に

乏
し
い
児
童
で

砺
波
地
区
内

の
市
町
村
に
在
住
し
て
い
る
通

子
可
能
な
学
齢
児
。

O
病
院
/
国
立
療
養
所
北
陸
病
院
に

入
院
し
て
い
る
学
齢
児
。

O
在
宅
/
砺
波
地
区
内
の
市
町
村
の

在
住
者
で
、
通
学
が
困
難
な
た

め
在
宅
し
て
い
る
学
齢
児
。

「
と
な
み
養
護

学
校
」
が
開
校
し

た
の
は
福
光
町
利

波
河
(
と
の
ご
う
)

の
国
立
療
養
所
北

自然採光用の天窓が備えられた教室棟

.F
 

テ
ラ
ス
が
設
け
て
あ
り
、
中
庭
は
日

当
た
り
が
よ
く
日
光
浴
を
し
た
り
、

陸
病
院
の
敷
地
内

で
、
豊
か
な
自
然

と
静
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

教
室
棟
、
管
理

棟
、
食
堂
棟
か
ら

な
る
建
物
は
延
床

面
積
千
九
百
六
十

ニ
平
方
灯
の
鉄
筋
コ

プ
レ
イ
ル

l
ム
)
を
設
け
ま
し
た
。

ン
ク
リ
l
卜
造
り
。

こ
の
教
室
と
プ
レ
イ
ル
ー
ム
と
の
間

仕
切
り
は
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
広

自
由
な
遊
び
場
と
し
て
利
用
で
き
る

こ
の
う
ち
教
室
棟

と
食
堂
棟
に
は
、

く
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。
自
然
採
光
で
明
る
い
教
室
に
は

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
自
由

に
遊
び
学
習
で
き

「
北
陸
病
院
」

敷
地
内
に

福
光
町

る
ゆ
と
り
の
空
間

明るさと清潔さを追求した食堂棟
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/乞リースVす「

象
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

製
造
メ
ー
カ
ー
で
は
、
①
こ
の

一
歳
八
ヵ
月
の
子
供
が
、
玄
関
先

の
廊
下
で
三
輪
車
に
乗
っ
た
り
、
降

り
た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

乗
ろ
う
と
し
た
と
き
に
ひ
つ
く
り
か

え
り
、
十
五
持
ほ
ど
下
の
玄
関
の
た

た
き
へ
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、
ハ

ン
ド
ル
の
持
子
部
分

の
滑
り
止
め
の
突
起
物
で
、
左
ま
ゅ

の
よ
を
切
り
、
五
針
ほ
ど
縫
い
ま
し

た
。
ご
の
三
輪
車
に
は
、

S
G
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
賠
償
の
対

象
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

回

笠E
Eコ

S
G
マ
l
ク
の
認
定
基
準
に
基
づ

く
テ
ス
ト
な
ど
、

三
輪
車
に
問
題
は

な
か

っ
た
か
を
-調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
認
定
基
準
に
よ
る
構
造
、

外
観
及
び
寸
法
、
安
定
性
、
滑
り
抵

抗
、
走
行
性
、
付
属
品
に
つ
い
て
す

べ
て
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
認
定
基
準
に
規
定
さ
れ
て

輪
車
で
種
々
の
テ
ス
ト
を
繰
り
か
え

し
行

っ
た
。
②
自
社
製
品
で
消
費
者

こ
の
ハ
ン
ド
ル
の
操
だ
角
の
違
い

と
転
倒
条
件
と
の
関
係
を
テ
ス
ト
し

た
と
こ
ろ
ハ
ン
ド
ル
を
左
右
い

っ
ぱ

い
に
切
り
、
垂
直
な
引

っ
張
り
荷
重

を
加
え
た
場
合
、
対
角
後
車
輪
の
浮

き
上
が
り
は
、
左
ハ
ン
ド
ル
で
五
二
二

キ
ロ
、
右
ハ

ン
ド
ル
で
二
・
五
キ
ロ
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
右
側
か
ら
三
輪
車
に

ハ
ン
ド
ル
グ
リ

ッ
プ
に

手
を
か
け
た
場
合
の
転
倒
性
は
、
左

に
比
べ
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

乗
ろ
う
と
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
製
品
安
全
協

会
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
テ

ス
ト
結
果
は
、
当
セ
ン
タ
ー
と
同
様

で
し
た
が
、
ハ
ン
ド
ル
の
操
だ
角
の

ず
れ
と
、
転
倒
と
の
因
果
関
係
は
な

い
と
の
判
断
か
ら
、
「
車
体
の
安
全
性

を
損
う
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

製
品
に
は
問
題
は
な
く
、
賠
償
の
対

が
怪
我
を
し
た
こ
と
、

③

ハ
ン
ド
ル

操
だ
角
の
ず
れ
は
、

三
輪
車
の
安
定

性
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い

が
、
組
み
立
て
に
問
題
が
あ

っ
た
た

め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
か
ら
左
右
の
安
定
バ
ラ
ン
ス
を

欠
く
こ
と
は
、
転
倒
性
に
無
関
係
と

は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
が
あ

っ
た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、

申
出
者
に
代
替
三
輪
車
を
渡
し
ま
し

た
。こ

の
事
例
は
、
賠
償
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消
費
者
も
小

さ
な
子
供
に
は
、
安
全
な
場
所
を
選

ん
で
遊
ば
せ
て
や
る
心
が
け
が
大
切

で
す
。

24 

S
G
マ
l
ク
と
は

安
全
協
会
が
つ
け
て
い
ま
す
。

製
品
安
全
協
会
で
は
、
製
品
の

25  

S
G
(
エ
ス
ジ
l

マ
ー
ク
は

的
。
¥
円
慢
の
。
。
門
目
的

(
安
全
な
製
品

の
略
号
で
す
。

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
認
定

基
準
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
に
合

こ
の
マ

l
ク
は
、
消
費
生
活
用

製
品
安
全
法
に
基
ず
い
て
、
製
品

格
し
た
も
の
に
マ

l
ク
を
付
け
て

い
ま
す
。

S
G
マ
l
ク
付

製
品
の
欠
陥
に
よ

り
、
万

一
事
故
が

起
き
た
場
合
は
、

二
千
万
円
を
限
度

と
す
る
賠
償
製
度

が
あ
り
ま
す
。

認定製 品の 種類

lAI乳幼児鰯… ・・・ 16昂巴|

。乳母車 O歩行器 Oぶらんこ Oすべり台 O幼

児用鉄棒 O幼児用三輪車 O足踏式自動車 O乳児

用ハイチェア Oパイプ式子守具 O子守帯

。乳幼児用ベッド O乳幼児用移動防止さく O綿棒

Oこいのぼり用繰り出し式ポール Oこいのぼり用矢

車 O一人乗り用ぶらんこ

|81家具・家庭厨顔拐 1錦町
。家庭用圧力なベ及び圧力がま O上のせてんび

。油こし器 O家庭用氷かき器 Oかん切り O金属

板製なべ Oアルミニウム板製なべ O二段ベッド

。住宅用スプリングマットレス O折り畳み式サマー

ベッド Oプラスチ ック浴そうふた Oショッピング

カート Oゆたんぽ Oトイレットペーパホルダ

。住宅用アルミニウム合金製脚立 O住宅用アルミニ

ウム合金製はしご O学童用かさ O郵便受箱

|CIスポーツ・レジャー用昂 11o5l31 

O野球用ヘルメット(硬式野球用のもの) rg金属製

パット Oローラスケー卜 O登山用ロープ(身体確

保用のもの) rgピーチパラソル O水中マスク

。水中フイ ン Oエキスパンダ Oゴルフ練習用ネ ッ

ト O園芸用花台 。手動式芝刈機

1DIその他・・・・… ・?昆目 1
0炭酸飲料を充てんするためのガラスびん (400me以
上のもの) rg炭酸飲料びん詰 (400me以上のもの)

O乗車用ヘルメット(自動二輪車乗車用のもの) rg自
動車用ウイ ンドシールドウォッシャ液 O自動車用携

行ジャッキ O携帯用簡易ガスライタ O自転車



2月23日
麗工場等経営基本問題会議

を聞く

県内主要企業の社長、工場長から

経営上の緒問題や県への要望を聞き、

今後の行政に反映させようと「工場

等経営基本問題会議」が富山市で聞

かれ、県から中沖知事をはじめ関係

部長らが、また、企業側からは繊維、

化学、電気など19社が出席しました。

席 k、先端技術の利用や共同開発、

共同火力の石炭転換、工業技術セン

ターの建設などについて活発な意見

交換が行われました。

2月27日~
嵐 2月定例県議会を開会

富山県の昭和57年度予算案などを

審議する 2月定例富山県議会が開会

し、会期を 3月20日までの22日間と

決めたあと、中沖知事が予算案など

54の案件を一括上程し、提案理由の

説明を行いました。

2月27日
麗 奨励品種に 「富山16号」

【;!!丹

3月2日
鼠取水量は毎秒75.39トンに

黒部川水利権で合意

宇奈月町愛本の黒部川合口から取

水する農業用木の水利権について、

県と黒部川沿岸土地改良区連合 (荻

野幸作理事長)は、取ノド量を毎秒、

75、39トンにすることで合意し、この

日県庁で確認書を取り交わしました。

L ‘ 

2月16日---3月15日

3月6日
富山県水稲奨励品種決定審査会(会

長委員 ・西本県農業水産部長)が開 13月5日---8日
麗旋回式可動橋が完成(世界初)

黒部漁港生地中橋
かれ、新奨励品種としてうるち米に

「富山16号」、もち米に「富交嬬 (ふ

こうもち)Jを決めました。

富山16号はコシヒカリを母に人工

交配を重ねたもので、倒れにくいう

えにイモチ病にも強く、昧の点でも

粘りがあ って優れているもので、ま

た、滋賀羽二重精と富山早生をかけ

合わせた富交嬬84は、もち米の奨励

品種こがねもち、新大正嬬よりも作

りやすいとされています。

麗 富山食生活展を開催 黒部市生地の黒部漁港入り口の水

この食生活展は富山フードウィ一 |路にかかる「生地中橋」が完成し、 .

ク実行委員会が主催したもので、会lこの日渡橋式が行われました。 この

場にな った富山県民会館B展示場で |橋は“旋回式可動橋"と呼ばれる世

は即売コーナーが人気をよび、市価 |界初のもので、ボタン操作によ って

より 1 ~ 3 割安い野菜や清涼飲料、 | 長さ 38 .4旬、重さ 307 ト ン の橋カ~78度旋
む菓子、海産物などの売れ行きは好 |回し 、船を通すことにな っていますc

調でした。 I この日の式典には巣山副知事、荻
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野黒部市長らが出席し 、テープカッ

トのあと約 2千人が見守るなか渡り

初めを行い、完成を祝いました。

4月の街頭献血日程

月日曜 I易 所 時 間 月日曜 場 所 時 閏

4/ 1(木)氷見市民会館前 10 : 00"-' 15 : 30 4/13快) 福光町セ健ン康タ場ー進前 10: 00"-' 15 : 30 

3(土)富山駅前 1 0 : 00"-' 16 : 00 17は) 富山駅前 1 0 : 00"-' 16 : 00 

3仕)高岡駅前 10 : 00"-' 15 : 30 17(土) 魚津サンプラザ前 1 0 : 00"-' 15 : 30 

5(月)滑川市役所前 10 : 00"-' 15 : 30 22(木)新湊市役所前 10: 00"-' 15: 30 

8(木)入善町役場前 10 : 00"-' 15 : 30 24は)富山駅前 10 : 00"-' 16 : 00 

10仕)富山駅前 10 : 00"-' 16 : 00 24(土)高岡駅前 1 0 : 00"-' 15 : 30 

10出 高岡駅前 10 : 00"-' 15 : 30 25(日) 高岡駅前 10:00"-'15:30 

11(日) 富山西武前 10: 00"-' 16 : 00 25(日) 黒部市民会館前 10 : 00"-' 15 : 30 

3月10日 3月12日---13日
麗 富山空港ターミナル会社 |麗 県立高校、一斉に入試

設立ヘ発起人会開く | 富山県立高校全rI制(40校 2分校)

昭和58年度末に開港が予定されて |の入学試験が行われ、受験生たちは

いる富山空港のターミナルピルの建I12日に国語、理科、社会、 13日に数

設及び運営を行う「富山空港ター ミ|学、英語の合わせて 5つの試験科目

ナル会社」の設立発起人会が聞かれ |に取り組みました。

ました。 この会社は県と市町村、民 | この日受験したのは l万 2司167人
間企業で構成されるいわゆる“第三 |で総募集定員 1)j 045人に対する平

セクター"で設立するものです。 I均併ギは1.23倍で、昨年の1.25倍と

この日の会合には中沖知事をは じ|比べわずかながら広 き門とな って い

め堀高岡市長、馬瀬富山商工会議所 |ます。

会頭など各代表が出席、資本金 6億

円とし、業務内容としては貸室、飲

食物や土産品の販売、レンタカー業

などを営むことを決定しました。

なお、設立総会は今月20日に開 く

ことにな っています。

ボタン操作ひとつで橋が旋回 漁船を通過させる

26  

.労働保険料の申告・納付案内

事業主のみなさん、労働保険の56年度確

定保険料と57年度概算保険料の申告 ・納付

は、 5月15日までとな っています。

手続きは、銀行または郵便局でお早-めに

どうぞ。

・健康掴進センター臨床検査掻師
-放射繰技師募集

試験日/4月24日ω午前10時

場所/富山県健康増進センター

(富山市時川373)

臨床検査技師 ・若干名
採用予定人員/

放射線技師 ・l名

願審受付期間/ 4 月 10 日 ~ 20 日

間合先/(財)富山県健康増進事業団総務課

霊堂富山29-7575
.昭和57年度前期設能横定の案内

職種/造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、

放電)111工、金属プレス加工、鉄工、級金、

アルミ ニウ ム陽極酸化処理、仕f:!ず、工

具研削、製材のこ目立て、ダイカスト、

電気機器組み立てなど43職種

受検申請書の受け付け/

4 月 15 日 (木)~26 日 (月)

提出先/富山県職業能力開発協会

富山市新富町2丁目 4の22商工会館ピル

5階

間合先/

富山県職業訓練課 (宮富山31-4111)

富山県職業能力開発協会

(宮富山32-9883).第12田富山県青年海外派遣団員募集

応、

集募開閉

負 団

遣期極間 遣派時期

訪 区

募 担 員 門

先 額 数 国 分

四月
約十万円

十七
下九月旬 華人中 一

日
間日

民共和国

自主

音E

十日
門

約十 校高 一
十旬月中

ア
十 メ 農

万千円五
短人大生四 ( 十人

業日 カ
間 部

カ
) 農藁ちう

ナダ
Fう

「ひとりひとりが突通安全」

春の全国安通安全運動4月6臼-15日



シリーズ 県有施設紹介①

明Bを拓く人づくり

県の施策の紹介や、暮しに欠かせない情報を

提供しておりますが、今年度は次のとおり計

画しています。

鍾輔離職
みんなの県政

毎月最終土曜日に北日本、富山、読売、北

陸中日の 4紙に寺頁で掲載しています。この

うち、 4回は、見聞き 2ページを使って掲載

します。

県か らのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は第 2土曜日に

掲載しています。

広報課では 、みなさんと県庁とを結ぶ大切

なパイプ役として 、この「県広報とやま」の

ほか、テレビ、新聞などの媒体を活用して 、

観 轍
KNB 
県民に向かつて聞かれた県政の諸施策等に

ついて、県民のみなさんに十分知っていただ

くための番組です。ベテラン稲垣健次アナを

司会として、親しみやすく構成します。

なお各週ごとの具体的内容は次のとおり予

定しています。

第 1週県政上の諸問題を紹介。

第 2週県有施設の紹介(新シリーズL
第 3週 県の主要プロジェクト紹介(4月 ~9月 )

第 4週知事と語る(又は知事に聞く L
第 5週本県出身者の登場

埋
蔵
文
化
財
は
、
土
中
や
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、
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底
な
ど
に
埋
も
れ
た
り
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ん
だ
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富
山
県
内
で
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す
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は
、
現
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ま
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お
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を
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が
、
産
業
、

観
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な
ど
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土
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っ
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査
と
保
護
の
対
策
が
強
く
望
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮富山31-4111(f¥::)
31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)

合魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

告砺波 3-5151 

の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

。
埋
蔵
文
化
財

F 晶『

孟

高問地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

富山テレビ
県内各地の明るい話題や郷土の自然、産業、

文化、県民の活動などを紹介し、郷土のよさを

見直そうという番組です。

話題をメインに各ミニコーナでつなぎ、バラ

エティに富んで、いて家族みんなで楽しめます。

逢地真理子アナを司会として、話題を新しい面

から切り拓くため男性レポーター 3名を起用し

ています。 小泉哲也 (プロスキーヤー)

金木静(作 家)

飯田敏雄 (福光東部小校長)

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
と
整
理
、
保
存
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研
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の
た
め
県
立
と
し
て
は
全
国

で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
次

の
保
存
・
整
理

。
調
査
研
究
に

必
要
な
資
料
の

収
集
。

。
埋
蔵
文
化
財

関
係
職
員
や
考

古
学
に
関
心
の

KNBiこんにちは富山県で、す」 4月の 富山テレビ ill0万人のひろばJ
毎週日曜日、午前 8 時~8 時30分 テレピ 毎週日曜日午前 9 時~9 時30分

ことしの予算 4日 富山県民の気質を考える

施 設 紹 介 1 1日 商庖街、若いセンス

リハビリテーション専門病院 18日 福祉ザ ップ

知事と語る 25日 アーチェリー&弓道
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す
。



なんでも見ょう

くらしにかかわる56施設

聞いてみよう
県政パス教室5月分申し込みは10日まで

県の施:没や事業などの紹介を通じ ご要望をお聞きし「県民に向って開
て、県政への理解と関心を l苅めてい かれた県政」を推進するために、県
ただき、みなさんの卒直なご意見や 政パス教室を実施しますっ

申込期間 参加の決定
5 月運行分/ 4 月 1 日 ~ 4 月 10 日 応募者多数の場合は、抽選により
6 月運行分/ 4 月 26 日 ~ 5 月 4 日 参加者を決定し、結果を通知します。
7 月運行分/ 5 月 26 日 ~ 6 月 5 日 携行品等

9 月運行分/ 7 月 26 日 ~ 8 月 5 日 (1)参加費は無料です。ただし、入館
10 ・ 11月運行分/ 8 月 26 日 ~ 9 月 4 日 料等は負担して ください。

応募方法 (2)昼食、お茶は各自持参して ください。
次の要領で、 往復はがきでお申し (3)団体については、指定される場所

込み ください。 まで送迎します。
(団体) (個人)

申し込み先

地区 又申はし込個み人団の体住所の地所在地 申し込み先 所 在 地 電話番号

富山 富郡山市・上新川郡・婦負
知事公室広報課 富富山山市県新庁総内曲輪1-7 0764 

31-3l3l 

高岡 高射水岡郡市・・福新湊岡市町 ・氷見市 高岡地方県民相談室 高高岡岡総市赤合祖庁舎父2内11 0766 
21-9411 

魚津 魚中津新市川郡・黒・部下市新川・滑郡川市 魚津地方県民相談室 魚魚津津市総新合宿庁舎10内-7 0765 
24-5311 

砺波 砺j皮j郡皮市・福・小光矢町部市・東砺 砺波地方県民相談室 砺砺jj皮皮総市幸合町庁舎l内ー 7 07633 
3 -5151 
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「県政パス教室」運行表 講話九二ブ議章常治;ふrr-T4組みお知らせ します。

地区 コー ス 運行 日 ゴ ス

A 
ち~ ちる ~ 井波彫刻伝産 会 館 ・ (散居村 ) ・野 菜 花 き試験場 (畳食 )

富
% % ~部 自然博物 園 センターねいの里 ・県 庁・情報処理教育室

J( ~ ちる 角川ダム・流杉老人ホーム(畳食) ・県庁 ¥ 水 道B 
~ ~長 1第 富 山市民俗民芸 村・内山分館・神通川工業用

C 
% % ~ 健康増進セ ンター ・畜産試験場・大沢野パレス も畳 食 )(春 日公園)

Ys~栃 県立近代美術館 ・県庁 ・埋蔵文化財センター

予長 % J4 経済連精米場 ・公害センター ・呉羽ハイツ(畳食)D 
% % % 県庁 ・緑化センター ・健康増進センター

山
yz % % 薬草園(6月)立山寺(とが並木)( 7 ・9月) ・職業訓練短 大 ・E 
J4 YI 魚津水族館・水産試験場(畳食) ・知事公館 ・県庁・ KNB

A 
yz % % 木材試験場・畜産試験場 ・春日荘(畳食)(春日公園)

品
% ~ % 雄山神社・県庁・経済連精米場

9946G 3l桜~ ~ 高 瀬遺跡(井波歴史民俗資料館) ・太閤山住宅(畳食〉 ・内山分館B 
知事公館 ・県庁 ・県立近代美術館

C 
丸五 財五 丸J 県民公園太閤山ランド ・教育記念館(昼食) ・県庁

タイ Ys ~部 健康増進セ ンター ・富 山テレビ

D 
予企 % J4 福寿園ディサービスセ ン ター ・繊維工業試験場(畳食)(散居村)

岡 ~- 自然博物園セ ン ターねいの里 ・県庁 ・総合教育セン ター(第 2研修部)

E 

i川||11r 3元尾逼号66、、%%潟P1%耳魚、も話五、ι ‘ 、、A 

色

B 
} 

C 
% % ~ 

津
x 
予長 % J4 

D 
党三 1部

A 
多~ J当o% 高対 2誠 二一ムキ裂 Z館 (畳食 )

砺
県 立 ・庄

ys % ~ 
科 学 文 謀 議 ι健一zzzンター 農 業 試験場 (昼食)B 

l宅6 県庁 ・ 育室 化財セ ンタ ー

C 
丸G 丸五 万J 魚津水族館・流杉老人ホ ー ム(畳 食) ・県庁

波
多イ NHK・呉羽少年自然の家

% J4 % 子 撫 川 ダム ・ (宮 島峡) ・農林漁業体験実習館 (畳食 )
D 

県民公園太閤山ラ ン ド・県庁 ・自然博物園セ ンタ ーねいの里

昭和57年度


